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第４回総合計画審議会（令和２年１０月２７日開催）資料２ 

別紙１ 

第五次伊東市総合計画・基本構想案 修正意見 

頁 諮問案 意見内容 修正意見 

－ 

 

 

 

 

伊東市民憲章 

一、文化を高め、教養を豊かにしましょう 

一、自然を愛し、清潔な環境をつくりまし

ょう 

一、きまりを守り、良い風習を育てましょ

う 

一、おたがいに助け合い、親切をつくしま

しょう 

一、元気で働き、楽しい家庭をつくりまし

ょう 

 

➤市民憲章への市民の理解促

進の観点から、本文だけでな

く、前文、各項の説明文及び

制定日も載せるべきである。 

伊東市民憲章 

わたくしたちの住む伊東は、「西に山、東に海、美しいかなこ

の岡、われらが里」と郷土の生んだ詩人木下杢太郎によってうた

われたように恵まれた自然と、先人のたゆまぬ努力とによって、

発展してきました。 

わたくしたち伊東市民は、この自然と伝統の上にきずかれた国

際観光温泉文化都市の市民としての誇りをもって、わたくしたち

の伊東を、より美しく、豊かで、住みよいまちにするために、市

民の守るべき基本的な定めとして、ここに憲章を制定します。 

この憲章は、わたくしたち市民のひとりひとりが、まちを愛し

人間を尊重する精神にたち、おたがいのしあわせを願うという自

覚のもとに、各自がその行動を規律しようとするものです。 

わたくしたち伊東市民は、 

一、文化を高め、教養を豊かにしましょう 

それは、わたくしたちが、伊東市民としての誇りをもち、文

化都市をきずきたいからです。 

一、自然を愛し、清潔な環境をつくりましょう 

それは、わたくしたちのまちを住みよくし、美しい観光地に

したいからです。 
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頁 諮問案 意見内容 修正意見 

一、きまりを守り、良い風習を育てましょう 

それは、わたくしたちの生活を平和にし、秩序ある社会をつ

くりたいからです。 

一、おたがいに助け合い、親切をつくしましょう 

それは、わたくしたちが、おたがいのしあわせをねがい、不

幸な人をなくしたいからです。 

一、元気で働き、楽しい家庭をつくりましょう 

それは、わたくしたちの生活を豊かにし、未来をになう子ど

もを立派に育てたいからです。 

 

昭和 42年（1967年）８月 10日制定 

市制施行 20 周年に当たり、各界代表者による制定委員会の

方々の手によって策定された伊東市民憲章は、市民であることに

誇りと責任を持ち、お互いに助け合い、励ましあうための合言葉

となっています。 

（下線部追加） 

２ 第１章 序論 

 第１節 計画策定の目的 

本市は、海、山を始めとする美しい自然

や豊かな温泉、花木に恵まれた風光明媚な

まちであり、先人のたゆまぬ努力により発

展してきた国際観光温泉文化都市です。 

➤「国際観光温泉文化都市」

という文言に、より高い価値

と根拠を持たせるため「法律

でも認められているように、」

と記載し、国民が、法律を以

て、伊東市に対し特別な価値

を認めていることを示すべき

である。 

※ 国際観光文化都市：日本国憲法第 95条に基づき、住民 

投票による過半数の同意を経て立法化された個別の特別法

で、国際的な観光・温泉等の文化・親善を促進する地域とし

て指定された都市をいう。本市では、伊東国際観光温泉文化

都市建設法が制定されている。 

（下線部追加） 
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頁 諮問案 意見内容 修正意見 

４ 第 1章 序論 

 第４節 社会情勢の変化 

 （１）自然災害の懸念と国土構造の変化 

（略） 

現在までも復興への取組が進められて

おり、今後も自然災害への備えを万全に

していく必要があります。 

➤現在までで終わりではな

く、これから先もという意味

であるならば、「現在までも」

を「現在も」と修正した方が

良い。 

 

 

 

 

現在も復興への取組が進められており、今後も自然災害への備

えを万全にしていく必要があります。 

（下線部変更） 

４ 第 1章 序論 

 第４節 社会情勢の変化 

 （１）自然災害の懸念と国土構造の変化 

また、人口減少の進行に伴って、・・・ 

➤ 荒廃農地や空家の増加原

因は、人口減少の進行だけで

なく、生活様式の変化も要因

の一つであると考えられるた

め、文章を「また、人口減少

の進行や生活様式の変化に伴

って、～」と修正すべきであ

る。 

 

 

 

また、人口減少の進行や生活様式の変化に伴って、 

（下線部変更） 

４ 第 1章 序論 

 第４節 社会情勢の変化 

 （１）自然災害の懸念と国土構造の変化 

  特に所有者が不明の土地が増えてお

り、災害復旧や農地集約の障害になるこ

とが懸念されます。 

➤「特に所有者が不明」を「特

に所有者不明」に修正すべき

である。 

 

 

 

特に所有者不明の土地が増えており、災害復旧や農地集約の障

害になることが懸念されます。 

（下線部変更） 
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頁 諮問案 意見内容 修正意見 

８ 

～ 

10 

第１章 序論 

 第５節 まちづくりの課題の各課題 

 （１）安全で安心して暮らせるまちづく

りが求められます 

生活環境の向上のためには、市民ニ

ーズが多様化するなか、消防・救急体

制、防犯対策、防災のまちづくり、消

費生活、住民相談の支援といった様々

な分野での対応が必要となっていま

す。 

 

（３）心身ともに健やかに暮らせるまち

づくりが求められます 

市民満足度調査によると、日常生活

全体における幸福感は、幸福感を判断

する際に重視した事項として、「健康状

況」が高い割合となっています。また、

国民健康保険加入者の医療機関別受診

状況を見ると、入院患者の半数以上が

市外の医療機関を利用していること

や、人口 10万人当たりの病院病床数や

医師数が、全国や県の平均を大きく下

回っていることなどから、医療を充実

していくことが求められます。 

➤各課題は、「まちづくり」と

の相関性についての説明がな

く、唐突感が否めないため、

「まちづくり」においてなぜ

この課題克服が必要なのか、

について記載すべきである。 

（１）、（３）（４）の冒頭に以下のとおり文章を追加 

 

 

 

 魅力的で住みよいまちづくりには、生活環境の向上が不可欠

です。 

生活環境の向上のためには、市民ニーズが多様化するなか、

消防・救急体制、防犯対策、防災のまちづくり、消費生活、住

民相談の支援といった様々な分野での対応が必要となっていま

す。 

（下線部追加） 

 

 

生涯を通して健康で幸せに暮らすためには、健康でいたいと

願う市民の意識とそれを支える社会の環境が大切です。 

市民満足度調査によると、日常生活全体における幸福感は、

幸福感を判断する際に重視した事項として、「健康状況」が高

い割合となっています。また、国民健康保険加入者の医療機関

別受診状況を見ると、入院患者の半数以上が市外の医療機関を

利用していることや、人口 10 万人当たりの病院病床数や医師

数が、全国や県の平均を大きく下回っていることなどから、医

療を充実していくことが求められます。 

（下線部追加） 
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頁 諮問案 意見内容 修正意見 

 

（４）個性豊かな人づくりと生きがいを

感じられるまちづくりが求められま

す 

次代を担う子どもたちの健やかな成

長を目指すとともに児童生徒の生きる

力「－知・徳・体のバランスのとれた

力－」を伸ばすため、本市では、質の

高い学校教育の推進に努めています。 

 

 

 

 

持続可能な社会を目指すためには、個性豊かな人材の育成が

重要です。 

次代を担う子どもたちの健やかな成長を目指すとともに児

童生徒の生きる力「－知・徳・体のバランスのとれた力－」を

伸ばすため、本市では、質の高い学校教育の推進に努めていま

す。 

（下線部追加） 

８ 

～ 

10 

第１章 序論 

 第５節 まちづくりの課題 

  （１）安全で安心して暮らせるまちづく

りが求められます 

（略） 

特に東日本大震災以降、豪雨や台

風による多くの災害が全国で発生し

ていることから、防災・減災への市

民意識は高まっており、建築物、構

造物の耐震化の向上だけでなく、多

様なニーズに対応した避難所の運

営、市民自らが自分の命を守るため

の実践的な避難訓練の実施など具体

➤現状を踏まえ、文章を次の

とおり修正すべきである。 

 

防災・減災の市民意識は高ま

っており、建築物、構造物の

耐震化の向上だけでなく、環

境保全と防災を踏まえたバラ

ンスの良い開発、森林管理等

による土砂災害の防止、空家

や道路周辺への樹木の繁茂や

倒木など日常の安全確保とと

もに災害復旧の障害となる恐

れのあるものに対しての日常

 

 

 

 

 

 特に東日本大震災以降、豪雨や台風による多くの災害が全国

で発生していることから、防災・減災への市民意識は高まって

おり、建築物、構造物の耐震化の向上だけでなく、環境保全と

防災を踏まえた開発、森林管理等による土砂災害の防止、空家

や道路周辺への樹木の繁茂や倒木など日常の安全確保とともに

災害復旧の障害となる恐れのあるものに対しての平時からの対

策などが求められています。 

さらに、多様なニーズに対応した避難所の運営、自らが自分
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頁 諮問案 意見内容 修正意見 

的な対応が求められています。 からの対策などが求められて

いる。これら多様のニーズ・・・ 

の命を守るための実践的な避難訓練の実施など具体的な対応が

求められています。 

（下線部追加・修正） 

 

８ 第１章 序論 

 第５節 まちづくりの課題 

  （１）安全で安心して暮らせるまちづく

りが求められます 

    さらに、令和２年（2020年）に世界

的に拡大した新型感染症を始め、・・・ 

 

➤新型感染症について、６ペ

ージと表記を合わせた方が良

い。 

 

 

 

 

 

 さらに、令和２年（2020 年）に世界的に拡大した COVID-19

を始め、・・・ 

（下線部修正） 

10 第１章 序論 

 第５節 まちづくりの課題 

  （４）個性豊かな人づくりと生きがいを

感じられるまちづくりが求められま

す 

また、地域社会と連携しながら、

確かな学力と学ぶ意欲の向上、豊か

な心の成長の支援など、魅力ある学

➤現状を踏まえ、文章を次の

とおり修正すべきである。 

 

 

 

家庭、地域社会が連携しな

がら、確かな学力と学ぶ意欲

の向上、豊かな心の成長の支

 

 

 

 

 

また、家庭、地域社会が連携しながら、確かな学力と学ぶ意

欲の向上、豊かな心の成長の支援など、魅力ある学校づくりに

更に努めていく必要があります。 



 7 

頁 諮問案 意見内容 修正意見 

校づくりに更に努めていく必要があ

ります。 

 

    （略） 

 

また、市民の誰もがいつまでも生

きがいを感じながら、心豊かに日々

を楽しむことができるように、今後

も、市民が学びや文化活動を行う自

主性を尊重し、ライフステージに応

じた様々な学習機会や生涯スポーツ

活動の場を提供するほか、文化活動

に係る環境の醸成に努め、誇り高く

充実した人生を歩むことができるよ

う支援することが求められていま

す。 

援など、魅力ある学校づくり

に更に努めていく必要があり

ます。 

 

 

市民の誰もがいつまでも生き

がいを感じながら、心豊かに

日々を楽しむことができるよ

うに、今後も児童、学生、市

民が学び楽しめる文化、体育

活動を行う自主性を尊重し、

ライフステージに応じた様々

な学習機会や生涯スポーツ活

動の場を提供するため、施設

などハード面の充実にも努め

るとともに、文化活動に係る

環境の醸成に努め、・・・・・ 

 

 

 

 （略） 

 

また、市民の誰もがいつまでも生きがいを感じながら、心豊

かに日々を楽しむことができるように、今後も、市民が学びや

文化・スポーツ活動を行う自主性を尊重し、ライフステージに

応じた様々な学習機会や生涯スポーツ活動の場を提供するほ

か、施設などハード面の充実に努めるとともに、文化活動に係

る環境の醸成に努め、誇り高く充実した人生を歩むことができ

るよう支援することが求められています。 

（下線部追加・修正） 

10 

 

第１章 序論 

 第５節 まちづくりの課題 

（５）良好な自然環境と生活環境が広が

るまちづくりが求められます 

（略） 

しかし、近年の森林の減少や海岸環

境の保全などが課題となっています。 

➤前段の「恵まれたまちで

す。」に続く、「しかし」であ

るため、以下のとおり文章を

修正すべき。 

 

しかし、近年、森林の減少や

海岸環境の悪化などが生じて

 

 

 

 

 

しかし、近年、森林の減少や未整備森林の増加、海岸環境の悪

化などが生じてきています。 
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頁 諮問案 意見内容 修正意見 

きています。 

 

➤近年急速に森林化した荒廃

農地や放置された森林が増え

ており、未整備の森林が、倒

木等災害等リスクを引き起こ

すとともに、放置された未整

備の森林が、地域住民の意思

に反する大規模な開発のター

ゲットになっているため、良

好な自然・生活環境のために

挙げるべき課題として、森林

の減少だけでなく、森林の未

整備も記載すべき。 

（下線部追加・修正） 

11 第１章 序論 

 第５節 まちづくりの課題 

（６）社会情勢の変化に対応した計画的

で魅力あるまちづくりが求められます 

今後は、必要な都市基盤整備や、そ

の長寿命化施策とともに、適切な維持

管理を進めつつ、都市機能や生活機能

を集約したコンパクトでかつ魅力的な

市街地を形成することが求められま

す。また、地域特性を踏まえた地域拠

➤コンパクトという表現につ

いては、各地域を１箇所に集

約するイメージを与えるた

め、修正した方が良い。 

 

 

 

 

今後は、必要な都市基盤整備や、その長寿命化施策とともに、

適切な維持管理を進めつつ、地域特性を踏まえて都市機能や生

活機能を集約した魅力的な市街地や地域拠点を形成することに

加え、既存集落のコミュニティと良好な住環境を維持していく

ことが求められます。 

（下線部追加・修正） 
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頁 諮問案 意見内容 修正意見 

点の形成を図り、既存集落地のコミュ

ニティと良好な住環境を維持していく

ことが求められます。 

 

12 第１章 序論 

 第５節 まちづくりの課題 

（７）観光を軸とした活力ある産業を創

造するまちづくりが求められます 

（略）放置されている森林を経済ベ

ースで活用することで地域経済の活性

化を図るとともに、森林環境を整備す

ることで土砂災害等の発生リスクを低

減するため、 

➤表現を以下のとおり簡潔に

したらどうか 

森林環境を整備することで、

地域経済の活性化を図るとと

もに土砂災害等の発生リスク

を低減させるなど、・・・ 

 

 

 

 

 森林環境を整備することで、地域経済の活性化を図るととも

に土砂災害等の発生リスクを低減させるなど、・・・ 

（下線部修正） 

12 第１章 序論 

 第５節 まちづくりの課題 

（７）観光を軸とした活力ある産業を創

造するまちづくりが求められます 

   （略）漁業の活性化についても対応

が求められます。 

➤何かに合わせての「も」で

はなく、「の」とする方が良い 

 

 

 

 

 漁業の活性化についての対応が求められます。 

（下線部修正） 
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頁 諮問案 意見内容 修正意見 

13 第１章 序論 

 第５節 まちづくりの課題 

 （８）心がふれあう地域社会があるまち

づくりが求められます 

   （略） 

また、移住者の暮らしやすい環境づ

くり、男女共同参画社会の実現、地域

全体で青少年を守り育てていく体制の

整備など、全ての人が大切にされる地

域社会をつくることが必要です。 

➤高齢化や核家族化が進むこ

とで、今後、単身高齢者の増

加が見込まれることから、課

題の一つに、高齢者について

も地域全体で見守り、支え、

事件事故や孤独死から防ぐこ

とも掲げるべきである。 

➤第 4節（3）において「多様

性を認め尊重し合う社会の実

現に向けた機運」が高まって

いるとの記載に鑑み、「性的マ

イノリティの方や、ハンディ

キャップを持った方が個人と

して尊重され生活しやすい体

制の整備」についても明記す

べきである。 

➤伊東市青少年育成市民会議

は、令和２年６月末に解散し

たため、当該部分を削除する

か、表現を変えるべきである。 

 

 

 

 

 

また、移住者の暮らしやすい環境づくり、男女共同参画社会

の実現、青少年が地域とともに健やかに育つことができる環境

の整備のほか、高齢者が住み慣れた地域でいきいきと暮らし続

けることができる環境や多様性が尊重される環境の整備など、

全ての人が大切にされる地域社会をつくることが必要です 

（下線部追加・修正） 
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第４回総合計画審議会（令和２年１０月２７日開催）資料２ 

 

別紙２ 

第五次伊東市総合計画・基本構想案 付帯意見 

頁 指摘箇所 意見内容 

４ 第１章 序論 

第４節 社会情勢の変化 

（１）自然災害の懸念と国土構造の変化 

 一方、広域的な交通体系の整備が進み、国土構造が変化しつ

つあります。 

伊豆湘南道路が現実化されてきており、伊東市に大きな変化をもた

らされると考えられるため、伊豆全体を考える伊豆半島交通ネットワ

ークを考えていただきたい。 

６ 第１章 序論 

第４節 社会情勢の変化 

（５）交流人口の拡大 

  

2019 年のインバウンド旅行消費額総額 4.8 兆円のうち、最大市場の

中国は 1.7 兆円であったが、今後はリスクが生じる。一方で、国内旅

行消費総額は 22 兆円であり、アウトバウンドが COVID-19 で落ち込む

ことから、今後は国内旅行消費に注目し観光産業を盛り上げる必要が

あると考える。 

８ 第１章 序論 

第５節 まちづくりの課題 

 （２）人口減少・少子高齢化時代に対応したまちづくりが求め

られます 

少子化の一因として、晩婚化の進行が考えられるとともに、子供の

成長と親の就業期間を考えると教育費用などの不安要素があるため、

大学卒業までの手当の支給や交通費の補助等、安心して教育が受けら

れるまちづくりを検討いただきたい。 

 


